








1.アミノ酸液について 

近年,生体のたんぱく栄養状態を把握する方法として血清たんぱくの中でも半減期が短か

く栄養状態を適確に反映する指標として prealbumin が注目されている。 

そこで,本院母子センターに入院した新生児を成熟児群,AFD 群・SFD 群に分け,出生時にお

けるプレアルブミンについて解析したところ,SFD がもっとも低値を示し,AFD,成熟児の順

に高値を示した。 

この事実は SFDは蛋白栄養状態において出生時明らかに他の群に比し不良なることがうか

がわれた。そこで,SFD を対象にアミノ酸補液を行った。アミノ酸液としてはプラスアミノ

(大塚製薬 K.K.)を用いた。本剤は必須アミノ酸を主体とし BUN の上昇が少なく,ブドウ糖

7.5%を含有するため,低血糖を発症し易い SFD にとっても有効と考えられる。 

投与方法は末梢静脈よりアミノ酸量として 1g/㎏/day,哺乳量 100ml/㎏/day に達する迄投

与した。 

結果 

SFD 児に対し,アミノ酸補液群と非補液群に分け,生後 2 週間における体重増加の割合をみ

ると補液群では1日平均18.9g,非補液群では14.5gと明らかに補液群の方が良好であった。 

次に生後 20 日目における血清中のプレアルプミン量について検討するとアミノ酸補液群

では他の 2 群とほぼ同レベルのプレアルブミン値を示しているが,非補液群では明らかに

低値を示しており,蛋白不足状態であることが推測された。なお,アミノ酸補液による高ア

ンモニア血症,浮腫などの副作用はみられなかった。 


